
 

                         
 

  

 
 

                    

 

     

 

御
本
部 

教
祖
百
四
十
年 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

 
 

参 

拝 

朝
夕
は
少
し
涼
し
さ
を
感
じ
秋
ら
し
く

な
っ
て
き
た
九
月
三
十
日(

土)

午
前
八
時

過
ぎ
に
、
御
本
部 

教
祖
百
四
十
年
記
念 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭
に
出
発
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
加
治
木
教
会
八
名
と
多
良
木

教
会
四
名(

計
十
二
名)

で
、
十
四
人
乗
り
の

ワ
ゴ
ン
車
を
レ
ン
タ
ル
し
て
参
拝
の
お
か

げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

鹿
児
島
県
で
十
月
七
日
か
ら
開
催
さ
れ

た
国
体
に
お
い
て
は
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

再
生
と
飛
躍
を
象
徴
す
る
大
会
」
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

教
祖
百
四
十
年
の
お
年
柄
を
ま
さ
に

「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
生
と
飛
躍
を
象
徴

す
る
お
年
柄
」
と
し
て
行
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
全
教
信
奉
者
の
助
か
り
と
、
お

道
の
発
展
を
祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
信
心

の
再
生
が
力
強
く
で
き
て
行
き
、
実
の
伴

う
信
心
へ
と
進
む
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 
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｢
私
の
助
か
り｣

 
内

門

三

朗

氏 

講
話 

㊥ 
 

連
合
会
信
徒
部
会
長
（
鹿
児
島
教
会
） 

 
 

令
和
五
年
六
月
二
十
五
日 

（
会
場･

上
荒
田
教
会
教) 

 

教
祖
百
四
十
年
記
念 

中
部･

南
薩
地
区
合
同
地
区
集
会
講
話 

 
 

 

▼
礼
子
さ
ん
と
出
逢
っ
て
▲ 

そ
う
し
て
、
仕
事
場(
鹿
児
島
市
役
所)

で
礼
子
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
っ
て
、
二

十
才
の
成
人
式
が
昔
は
県
の
体
育
館
で
あ

っ
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
で
着
物
姿
を
見
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

そ
の
頃
か
ら
お
付
き
合
い
が
始
ま
っ
て
、

二
十
四
才
の
時
に
結
婚
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
て
、
毎
週
水
曜
日
は
鹿
児
島

教
会
で
は
青
年
会
と
い
う
の
が
開
か
れ
て

い
ま
し
て
、
毎
週
水
曜
に
な
る
と
「
今
日

は
水
曜
日
だ

か
ら
教
会
の

青
年
会
に
行

っ
て
く
る
」

と
言
っ
て
行

く
の
で
す
。 

〈
青
年
会

と
は
何
だ
ろ
う
な
、
青
年
団
と
は
違
う
し

何
だ
ろ
う
な
〉
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

一
緒
に
つ
い
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
う
し
て
、
鹿
児
島
教
会
の
玄
関
を
開

け
ま
し
た
ら
、
ず
っ
と
先
の
方
の
暗
い
右

側
の
方
に
、
メ
ガ
ネ
の
向
こ
う
か
ら
こ
ち

ら
を
見
て
い
る
人
が
い
る
の
で
す
。  

三
代
の
清
人
先
生
で
、
眼
光
鋭
く
、
し

か
し
な
が
ら
、
話
し
て
み
る
と
優
し
い
お

言
葉
が
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

ま
た
、
な
ぜ
か
懐
か
し
い
な
と
思
え
る
、

三
段
重
ね
の
神
様
・
霊
様
が
あ
り
〈
見
た

こ
と
あ
る
な
ぁ
〉
と
い
う
の
が
一
番
の
印

象
で
し
た
。 

や
は
り
西
鹿
児
島
教
会
の
お
広
前
で
遊

ん
で
い
た
頃
の
こ
と
が
頭
に
残
っ
て
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

平
山
静
枝
先
生
も
、
去
年
百
才
を
越
え

ら
れ
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
が
小

学
校
三
年
生
・
四
年
生
の
頃
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

学
級
委
員
長
さ
ん
を
し
て
あ
り
ま
し
た
の

で
、
母
が
亡
く
な
っ
た
時
に
お
葬
式
に
も

来
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

〈
や
は
り
神
様
が
見
守
っ
て
下
さ
っ
て

あ
っ
た
ん
だ
な
〉
と
思
う
の
が
本
音
で
あ

り
ま
す
。  

 

▼
思
い
出
深
い
で
き
ご
と
▲ 

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
後
の
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
三
十
三
才
の
頃
の
仕
事
先
が
谷
山

と
な
り
、
谷
山
の
街
造
り
で
区
画
整
理
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。 

そ
し
て
地
権
者
の
方
と
折
衝
を
し
て
、

移
動
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
地
権
者
の
方
と
お
金
や
工
事
の
算
段

と
か
交
渉
を
し
て
行
く
中
で
、
交
渉
が
折

り
合
わ
ず
難
し
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。 

ち
ょ
う
ど
三
男
の
誕
生
日
で
、
三
十
三

年
前
の
四
月
十
八
日
で
、
そ
の
日
の
午
後

に
三
男
は
生
ま
れ
ま
し
た
。 

午
前
中
に
、
そ
の
地
権
者
の
と
こ
ろ
に

行
く
と
奥
様
か
ら
「
主
人
が
亡
く
な
り
ま

し
た
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。  

地
権
者
と
の
交
渉
は
、
移
り
先
を
整
地

し
て
、
道
路
と
の
高
さ
が
違
い
ま
す
の
で

そ
れ
を
埋
め
る
た
め
に
通
路
の
一
番
高
い

所
に
合
わ
せ
て
土
を
盛
ら
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。 

一
メ
ー
ト
ル
か
ら
ニ
メ
ー
ト
ル
、
高
い

所
で
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
土
を
盛
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

そ
の
地
権
者
の
男
性
は
、
そ
の
工
事
の

様
子
を
自
宅
か
ら
少
し
窓
を
開
け
て
い
つ
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も
覗
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
規
定
通
り
に
地
固
め
を
し
て

行
く
の
で
す
が
、
地
権
者
の
方
「
が
そ
れ

で
は
ダ
メ
だ
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。 

い
く
ら
説
明
し
て
も
埒(

ら
ち)

が
あ
き

ま
せ
ん
で
「
ロ
ー
ラ
ー
を
か
け
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
る
の
で
し
た
。 

道
路
を
舗
装
す
る
と
き
に
使
う
鉄
の
塊

の
よ
う
な
車
で
す
。
急
遽
そ
の
ロ
ー
ラ
ー

を
持
っ
て
き
て
転
圧(

て
ん
あ
つ)
を
し
て
、

よ
う
や
く
お
墨
付
き
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
日
、
私
た
ち
も
喜
ん
で
帰
り
ま
し
た
。 

そ
う
し
ま
し
た
ら
、

次
の
日
に
亡
く
な
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

実
は
自
死
で
、
自
分

で
命
を
絶
た
れ
た
の
で

し
た
。 

奥
様
が
言
わ
れ
る
の

に
は
本
人
は
癌
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
す
。 

だ
か
ら
良
い
時
が
あ

っ
た
り
、
本
当
に
腹
か

ら
怒
る
と
い
う
か
、
真

剣
に
怒
ら
れ
て
〈
な
ん

で
だ
ろ
う
か
〉
と
思
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。 

仲
間
内
で
は
「
あ
の
人
は
変
な
人
だ
ぞ
」

と
話
し
た
り
、
私
た
ち
も
グ
チ
が
出
た
り

し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
教
会
で
お
届
け
し
ま
し
た
ら

「
さ
せ
て
い
た
だ
く
心
じ
ゃ
な
い
と
何
事

も
う
ま
く
い
か
ん
よ
」「
自
分
で
す
る
心
じ

ゃ
い
か
ん
よ
」
と
み
教
え
を
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
鹿
児
島
教
会
は
一
月
一
日
に
新

年
の
御
教
え
を
御
神
米
と
一
緒
に
頂
き
ま

す
が
、
そ
の
年
の
正
月
に
頂
い
た
の
が
「
グ

チ
は
命
を
弱
ら
せ
る
」
と
い
う
み
教
え
で

し
た
。 

グ
チ
が
出
な
い
よ
う
に

は
努
め
て
い
ま
し
た
が
、

グ
チ
は
出
な
い
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

四
月
十
八
日
と
い
う
の

は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
、
感
慨
深
い
日
と
な
り

ま
し
た
。
三
男
が
三
十
三

才
に
な
る
と
そ
の
人
の
三

十
三
年
忌
で
す
。
四
月
十

八
日
に
な
る
と
ず
っ
と
そ

の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。 

 
 

（
つ
づ
く
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
主
催 

教
祖
百
四
十
年
記
念
地
区
集
会 

三
会
場
で
開
催
さ
れ
る  

 鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
で
は
、
令
和
五
年

度
が
教
祖
百
四
十
年
の
お
年
柄
で
あ
っ
た
た

め
、
年
度
始
め
よ
り
、
県
下
の
四
地
区
に
お
い

て
地
区
集
会
を
開
催
す
る
計
画
を
立
て
、
六
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
、
三
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

連
合
会
で
事
前
に
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
各

教
会
に
配
布
し
、
信
徒
へ
の
周
知
徹
底
に
努
め
、

信
徒
部
に
よ
る
御
用
の
推
進
や
部
員
の
育
成

も
願
わ
れ
、
当
日
は
信
徒
部
に
よ
っ
て
司
会
・

進
行
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 
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六
月
十
八
日(

日)

に
は
「
北
薩
地
区
集
会
」

が
出
水
教
会
で
開
催
さ
れ
、
十
九
名
が
出
席
し

ま
し
た
。 

六
月
二
十
五
日(

日)

に
は
「
中
部
・
南
薩
合

同
地
区
集
会
」
が
上
荒
田
教
会
で
開
催
さ
れ
、

二
十
三
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

七
月
二
日(

日)

に
は
「
大
隅
地
区
集
会
」
志

布
志
教
会
で
開
催
さ
れ
、
十
六
名
の
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。 

講
師
は
、
三
会
場
と
も
、
鹿
児
島
地
方
教
会

連
合
会 

信
徒
部
会
長
の
内
門
三
朗
さ
ん(

鹿
児

島
教
会)

で
「
私
の
助
か
り
」
と
い
う
講
題
と
質

疑
応
答
と
地
区
委
員
長
感
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
中
部
・
南
薩
合
同
地
区
集
会
」
と
「
大
隅

地
区
集
会
」
で
は
、
上
田
和
也
さ(

加
治
木
教
会)

ん
が
司
会
進
行
に
当
た
り
ま
し
た
。 
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ご
霊
神
様
の
お
立
日 

十
一
月 

福
山
蝶
子 
之
霊
神

・
４
日
・
令
和
３
年 

小
坂
道
夫 
之
霊
神

・
９
日
・
平
成
24
年 

濱
口
タ
エ 

之
霊
神

・
11
日
・
昭
和
12
年 

中
村
光
志 

之
霊
神

・
12
日
・
平
成
19
年 

大
重
為
昭
大
人 

之
霊
神･
13
日･

平
成
12
年 

吉
屋
ア
イ 

之
霊
神

・
14
日
・
昭
和
56
年 

瀬
尾
清
博 

之
霊
神

・
17
日
・
昭
和
49
年 

津
上
繁
子
姫
之
霊
神
・

19
日
・
平
成
29
年 

大
重
愛
子 

之
霊
神

・
20
日
・
平
成
２
年 

中
村
ハ
ル 

之
霊
神

・
21
日
・
大
正
７
年 

桐
野
ハ
ル 

之
霊
神

・
21
日
・
昭
和
63
年 

金
竹
ナ
ミ 

之
霊
神

・
24
日
・
平
成
19
年 

青
木
久
治 

之
霊
神

・
30
日
・
令
和
２
年 

        

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お

働
き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
の
玉
串
奉
て
ん

を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 

 あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

10
月 

…
…
…
… 

１(

日)
 

御
本
部
御
大
祭
参
拝 

３
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

４
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

 
  

併
せ
て 

教
祖
御
生
誕
祭 

９
（
祝･

月
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
火
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

21
（
土
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
日
）
●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共

励

会

13
時
半 

23 (

月)  

研
修
会 (

教 

会 

長

教
誨
師
会)

  

29
（
日
）
多
良
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

31
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

 

  少
年
少
女
全
国
大
会
に
向
け
て
の 

ま
ご
こ
ろ
運

動 

折
り
鶴 

 
七
五
三
羽 

古
切
手 

 
一
〇
八
枚 

古
テ
レ
カ 

一 
枚 

鉛 

筆 
  

一
六
本 
集
ま
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
折
り
鶴
は
、

わ
か
ば
祭
に
お
供
え
さ
れ
、
広
島･
長
崎
の
平
和
記

念
公
園
に
贈
ら
れ
ま
す
。 

   

感 

詠 

（教
会
長
） 

 

流
行
の
初
期
の
不
安
や
逝
く
人
の 

減
り
て
き
た
こ
と
有
り
難
き
か
な 

 

後
遺
症
だ
る
さ
疲
れ
の
溜
ま
る
こ
と 

こ
れ
が
そ
う
か
と
コ
ロ
ナ
罹
り
て 

 

医
者
も
あ
り
よ
く
効
く
薬
あ
る
こ
と
の 

恵
ま
れ
お
る
を
礼
び
行
き
た
し 

 

五
類
な
り
五
日
で
行
動
可
能
と
は 

初
期
の
恐
れ
や
厳
し
さ
薄
れ 

 

秋
冷
の
訪
れ
を
知
る
腹
具
合 

突
如
そ
こ
な
う
還
暦
越
え
て 

 

連
な
り
て
中
部
地
方
ナ
ン
バ
ー
の 

機
動
隊
バ
ス
鹿
児
島
入
り
ぬ 

 

国
体
に
皇
尊(

す
め
ら
み
こ
と)

を
迎
え
る
に 

警
備
の
人
ら
鹿
児
島
入
り
ぬ 

 

鹿
児
島
で
「コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
生
と 

飛
躍
」国
体 

尊
（
み
こ
と
）
宣
（
の
）
ら
せ
り 
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 十
一
月
五
日(

日)

午
前
十
一
時 

加
治
木
教
会 

 
 

前
日
清
掃
御
用 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

 
 
 

人
吉
教
会
長 

講
師 

安
武 

光
太
郎 

先
生 

※
お
直
会
は
お
持
ち
帰
り
で
す
。 

 

十
一
月
二
十
二
日(

金)
午
後
一
時
半 

月
例
祭
に
併
せ
て 

立

教

記

念

祭 

並
び
に 

新

穀

感

謝

祭 
 

奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

※
お
直
会
は
お
持
ち
帰
り
で
す
。 

 

《
御
大
祭
》(

予
定) 

☆
11
月
18
日(

土)
 
 

12
時
～ 

大
口
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

☆
11
月
19
日(

日)
 
 

11
時
～ 

鹿
児
島
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

☆
11
月
26
日(

日)
 
 

11
時
～ 

人
吉
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

 

☆
12
月
３
日
（
日)

 

11
時
～ 

甘
木
親
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

 
 
 

参
拝
出
発 

午
前
７
時 

教
会
行
事 

 

…
… 

11 

月 

…
…
… 

１
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

４
（
土
）
清

掃

御

用    

10
時 

５
（
日
）
加
治
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

９
（
木
）
清

掃

御

用     

10
時 

10
（
金
）
●
月

例

祭(

生
神
金
光

大

神

様)

 10
時
半 

18
（
土
）
大
口
教
会 

御
大
祭 

12
時 

19
（
日
）
鹿
児
島
教
会 

御
大
祭 

11
時 

20 (

月)  

研
修
会 (

教 

会 

長

教
誨
師
会)

 
(

西
本

願
寺)

 

21
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

22 (

水)

●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会
13
時
半 

 
 
 

併
せ
て 

立
教
記
念
祭･

新
穀
感
謝
祭 

24
（
金
）
連
合
会
執
行
部
会(

鹿
児
島

教

会)

10
時
半 

26
（
日
）
人
吉
教
会
御
大
祭 

11
時 

30
（
木
）
清

掃

御

用     

10
時 

 

 

 

12
月
16
日(
土)
10
時
半
よ
り 

少
年
少
女
会 

ミ
ニ
門
松
作
り 

 

 

  …
… 

12
月 

…
…
…
… 

１
（
金
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
日
）
●
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

９
（
土
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
日
）
●

生
神
金
光

大

神

様 

月 

例 

祭 

10
時
半 

10
（
日
）
御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭

（
参
拝
は

未

定

） 

13
（
水
）
連
布
教
協
議
会(

加
治
木

教

会)
 

10
時
半 

16
（
土
）
少
年
少
女
会
ミ
ニ
門
松
作
り
10
時
半 

16(

土)

～

17(

日)

信
徒
部 

教
区
委
員
会(

熊
本
県

上

田 )
 

21
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
金
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

23
（
土
）
安
武
文
雄
大
人
立
日 

29
（
金
）
清

掃

御

用  

10
時 

30
（
土
）
●
越 

年 

祭  

13
時
半 

◆
１
月(

 
)

日 

光
風
館
予
約
日  

10
時 

   広
前
南
側
壁 

シ
ロ
ア
リ
対
策
工
事 

（
十
月
か
十
一
月
頃
） 

  


